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(57)【要約】        （修正有）
【課題】神経、血管、硬膜等を傷つけず、視野が広くと
れ、操作が簡便で刺入深度を測ることができる脊椎内視
鏡手術用のナイフを提供する。
【解決手段】シャフト１先端の斜面に沿って刃２を付
け、刃の裏側は丸みを帯びた形状とし、先端からの目盛
り７を施した。シャフト後端のグリップ４には先端刃面
の方向を示す位置にマーキング５を施した。シャフト部
分を被うスライドカバー６をグリップ側に引くとシャフ
ト先端の刃面が現れ、先端に押し出すと刃面が覆われる
構造とした。
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】脊椎内視鏡手術の際用いる組織切開用ナイ
フであり、シャフト先端が斜めにカットしてあり、斜面
に沿って刃がついており、刃の裏側は丸みを帯びた形状
となっており、先端からの目盛りが施してあり、シャフ
ト後端は一段太くなり、表面に滑り止めを施したグリッ
プとなっており、先端刃面の方向を示す位置は削り込ん
でマーキングされており、シャフト部分を被うスライド
カバーは全体がグリップと同じ太さで面一となってお
り、後端はグリップ同様表面に滑り止めが施されてお
り、スライドカバーをグリップ側に引くとシャフト先端
の刃面が現れ、先端に押し出すと刃面が覆われる構造を
持つ脊椎内視鏡手術に用いる組織切開用ナイフ。 *

2
*【図面の簡単な説明】
【図１】脊椎内視鏡手術用ナイフの刃を露出した外観図
である。
【図２】図１を上から見た図である。
【図３】刃を覆った時の外観図である。
【符号の説明】
１    シャフト
２    刃面
３    丸みを帯びた面
４    グリップ
５    マーキング
６    スライドカバー
７    目盛り

【図１】 【図２】

【図３】
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【考案の詳細な説明】

【０００１】

    【考案の属する技術分野】

  本考案は脊椎内視鏡手術の際用いる組織切開用ナイフに関するものである。

【０００２】

    【従来の技術】

  脊椎内視鏡手術分野では組織切開用の専用ナイフはなく、メスや先刃刀を用い

て組織切開を行っている。

【０００３】

    【考案が解決しようとする課題】

  深く狭いトラカールの中にメスや先刃刀を挿入していくと、刃が露出している

ため、切開すべき組織に到達する前に神経や血管、硬膜等に傷をつける可能性が

高い。これらの刃物は片刃ではあるが、刃の背中側も丸みを帯びていないため他

の組織を傷つけやすい。神経や血管、硬膜等の損傷はしばしば重篤な障害をもた

らす。また従来のメスや先刃刀はそれ自体が太く、視野を著しく妨げる。

【０００４】

    【課題を解決するための手段】

  シャフト先端が斜めにカットしてあり、斜面に沿って刃がついている。刃の裏

側は丸みを帯びた形状となっており、先端からの目盛りが施してある。シャフト

後端は一段太くなり、表面に滑り止めを施したグリップとなっており、先端刃面

の方向を示す位置は削り込んでマーキングされている。シャフト部分を被うスラ

イドカバーは全体がグリップと同じ太さで面一となっており、後端はグリップ同

様表面に滑り止めが施されており、スライドカバーをグリップ側に引くとシャフ

ト先端の刃面が現れ、先端に押し出すと刃面が覆われる構造とした。

【０００５】

    【考案の実施の形態】

  図１は本考案の具体例を例示している。シャフト１の先端は斜めにカットして

あり、斜面に沿って刃２がついている。刃２の裏側は丸みを帯びた形状３となっ

ており、先端からの目盛り７が施してある。これにより刃の刺入深度を測ること
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ができる。シャフト１後端は一段太くなり、表面に滑り止めを施したグリップ４

となっており、先端刃面２の方向を示す位置は削り込んでマーキング５されてい

る。シャフト１部分を被うスライドカバー６は全体がグリップ４と同じ太さで面

一となっており、後端はグリップ４同様表面に滑り止めが施されており、スライ

ドカバー６をグリップ４側に引くとシャフト１先端の刃面２が現れる。術者はグ

リップ４を握りながらスライドカバー６を片手で操作することが可能である。材

質はステンレスSUS304、SUS420J2、SUS330等が適している。

【０００６】

  図２は図1を上から見た図である。マーキング部分５は斜めにフラットに削り

込んであり、先端刃２の方向を手元で確認できる。

【０００７】

  図３はスライドカバー６を先端まで押し出したところを示している。刃面は覆

われ、この状態で目的位置まで挿入してから刃面を露出させる。

【０００８】

【考案の効果】

  以上説明したように本考案による脊椎内視鏡手術用ナイフは、挿入の際他の組

織を損傷することがなく、視野も良好に確保でき、片手だけで刃の露出操作が可

能である。先端に目盛りが付いているので術者は容易に刺入深度を知ることがで

きる。グリップは刃の方向を示すマーキングが施してあるので、間違った方向に

切開を加えることもない。
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